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先週、学校に携帯を持ってきて、「思い出作り」と写真を何枚も撮っていたということがあり、

急きょ学年集会をもち、みんなの気持ちを聞きました。君たちの仲間が何を思ったのか、全てで

はありませんが、読んでください。 

今回の件を受けて思うこと 

 

○思い出はいっぱい作りたいけど、でもルールをやぶったら嫌な思い出しか残らんようになるか

ら、それはアカンなって思った。 

 

○この時期にケータイを持ってきて教室で使うのはどうかと思う。「卒業式に向けてがんばろう」

と言った言葉が台無しになると思う。 

 

○自分はしたことはないけど、持ってきている人を見て注意したことはないから、自分も同じだと

思う。 

 

○自分は学校に持ってくるメリットはないと思うし、わざわざ学校のルールをやぶってすることで

はないと思うし、そのせいで学年集会が行われて、ちゃんとルールを守ってる人にまで迷惑

になってるし、これから卒業式もあるから、今回のことはみんなの迷惑になっていると思う。 

 

○中３の今の時期に言われることじゃないと思う。 

 

○学校生活の楽しみ方を間違えてしまっていると思う。 

 

○携帯を持ってきたことはないけど、一緒に写真をとったことがある。見過ごしていたところがあ

ったので、反省してます。 

 

○断れず撮ってしまった。言い訳に聞こえるかもしれないけど、「はあ？」「え、なんで？」みた

いになるのが怖くて断れなかった。 

 

○見たことはある。もうすぐ卒業だし、思い出に写真とかは撮りたいなと思っているけど、学校の

ルールとかを考えたら、写真とかよりももっと別の方法で思い出を残すことができるんじゃな

いかなと思う。 
 

○卒業に向けて高まってきていた雰囲気も、まだ公立の入試をがんばろうと思っている人の気

持ちも今回ので壊れたから、これにこりて二度とやらないでほしい。 

 

○やったらあかんって分かってたけど、「写真とろう！」って言われて断り切れなかった自分が

情けないし、みんなに迷惑をかけたことを本当に反省してる。 

○どうでもいいとしか思ってない。 

 

○今回注意された人以外の人も、もし何回か持ってきてる人がいるなら、やめてほしい。 

 

○だめやとは思う。けど、自分もやってた側やから、ばれへんかったら良いと思ってた。でも、ク

ラスとかの写真は撮りたいし、先生とも一緒に堂々と撮りたい。行事のときの写真以外の日

常の写真を撮ってほしい。形に残したい。 

 

○その人達だけのせいじゃないと思った。 

 

○この時期に、なんかいややけど、やった人には前向きに取り組んでもらいたい。 

 

○学校ではなくて、またみんなで集まったときに撮るべきだと思う。次にしないようにすればいい

と思う。 

 

○一度参加してしまった。けど正直注意しても無駄だと思ったし、先生たちに言ったところで必

ずしも解決するとは限らない。何度も同じ話が行われていても、似たような出来事が起こる。 

 

○迷惑ちゃうしとか思ってたけど、もう実際迷惑かけてるし、先生とかの信用もこのたった一つ

のことで失わせてしまってるから、今後どうしていくか考えないとあかん。自分に甘い部分が

あったと思う。 
 

○一緒に撮ろうと言われて、一緒に撮ってしまった。正直、やっと見つかったなと思った。普段

から携帯を持ってきてる人がいるということは知ってたけど、誰一人それはダメだと注意しな

かったし、先生に言いに行こうとか言い出す人もいなかったので、携帯は持ってきてもバレな

かったらいいと、みんなが思い始めてたのかもしれないと思った。「中学最後だし、思い出作

りに写真撮ろう」と言われたら断りづらいし、今回は、携帯を持ってきてた人だけでなく、皆が

悪かったと思う。 

 

○良い卒業式にしたいって皆で思っていたけれど、少し不安もある。 

 

○正直自分は一回もケータイ持ってきたことがないから、なんかあんな話されても、関係ない

やん、意味分からんわって思ってしまいます。でもそうじゃなくって、今はみんながちゃんとし

なあかん時期やと思うから、見た人は注意しなあかんやろって思いました。 

 

○写真を撮ったことがある。みんなで。自分にも少し責任はあると思う。見てて止めなかった自

分も悪い。 

 

○３年の最後の時期だから、特に嫌な気持ちになる話だと思いました。自分もやってしまったこ

とがあるから、あまり言える立場じゃないけれど、メリハリをつけてほしかったです。 

 

○実際、自分がもしその場面を見ても、注意どころか何も思わないと思う。今は全体的にそう

いう雰囲気。 



○持ってきた人も悪いと思うけど、見て見ぬふりをした自分たち全員ふくめて悪いと思う。「何で

も言い合える関係」を作ってきたつもりやったけど、注意は言えなかった。 

 

○卒業前になんで今回のようなことをするのかが理解不能。昨日代議員が作ってくれた雰囲

気が台無し。 

 

○この時期これはないやろーって思った。でも自分自身目をつむってたとこもあったと思う。 

 

○今回の件は、僕らの決意したことがきれいごとになったから、あんまり嬉しくないです。同じ仲

間がこうゆうことをしていて、不要物を持ってきていて、やっぱりまだ成長しきれてないと思っ

た。 

 

○もはやどうでもいい。先生たちが更生の見込みがあると信じているのも、見ていてばからしくな

ってきます。 

 

○携帯をもってきてる人がいることは知ってた。一緒に写ったこともあるから同じやなと思った。

自分にも関係してることやから、バレた人だけとかいう考えは一切通用せーへんなと思ったし、

反省すべき。 

 

○あんなにも卒業式を成功させたいって言ってたのに、こんなことになってしまって情けないな

と先生の話を聞いて思った。話を聞くまでは、バレたらやばいのにな…としか思ってなかった

から、そう思ってた自分にも情けないと思った。 

 

○普段の生活の中ではそんなことないのに、卒業するからって写真を撮る。卒業式が近いって

いうのを理由にして、ルールを破ってしまったら、全部が台無しになってしまう。そのことは絶

対に守らなあかんことやし、自分たちでしっかり分別するべきだと思った。 

 

○自分も見たことあったけど、その人に言えなかった。あの時言っとけば、何か変わったかもし

れないと、今書いているとき思った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業まで残り１１日。どう過ごしていく？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールを守って、いい意味で後悔しないよう

な学校生活ができたらいいと思う。 

楽しく、みんな笑える１１日間にしていきた

い。 

前向きになって、きりかえて１日１日を大事に

過ごす。 
当たり前のことからやっていこうと思う。 

先生たちから信じてもらえるようにしたい。 

全部を取り戻すことはできひんと思うけど、取

り戻せるように頑張る。 
先生やクラスのみんなは不安や困った顔をし

てるから、この１１日間で笑顔で卒業できるよ

うに、班長として頑張りたい。 

今回のようなことがあったら止める。ダメなこ

とはダメと言えるようにしたい。キレイごとで

終わらせたくない。自分が言っていいのかわ

からんけど。 

今回の件を取り返していきたい。その分授業

をしっかり受けるとか卒業式の練習しっかり

するとかして、ぐだぐだしない。 

まず自分から変わる！残り少ないけど、自分

も変わらないと意味ないから、まずは自分か

ら。 

まだ入試も終わってないし、中学校生活は少

ししかないから、楽しいってだけの思いでじゃ

ない、いい思い出を作っていきたい。 

口で、良い卒業式にしたいっていうなら、ちゃ

んと実行せなあかんと思いました。 
ルールを守って楽しむ。残り少ないから、先

生に怒られたりするんじゃなくて、楽しい思い

出を残せるようにする。 

私たちだけでなく、この学年に関わってくれて

いる全ての人たちの良い思い出に残るような

卒業式にしたいから、一つ一つの行動を気を

つけて過ごす。 

こんなことがあったと思われへんくらいのいい

雰囲気で過ごしたい。 

それぞれが望む卒業式や過ごし方は違って

いても似ていて、正しいことだと思うから、そ

れに向けて行動するべきだと思う。 

自分はパートリーダーやから、みんなが本気

で歌えるように声かけをがんばっていきた

い。 

遊ぶ時とやる時のメリハリをつけて残り１１日

間過ごす。 

 この３年間、日常の何でもないことで一緒に笑い、修学旅行で盛り上がり、文化祭や体育祭で、

君たちは大きな成長を見せてくれた。本当に感動した。 
もちろん叱ることもたくさんあったけれど、でもその都度振り返って、じゃあ次どうすればい

いのかをともに考えてきた。 
 
みんな笑顔で卒業してほしい。 

 胸を張って、送り出したい。 
 

君たちに関わった先生たちは、みんな同じ気持ちや。 
これまで一番近くで見守ってくれていたお家の人も、縁の下から支えてくれていた地域の人も、

同じ気持ちやと思う。 
 
こうやって君たちと話ができるのも、あと、１０日です。 

気持ちよく卒業するためには、僕たちの意思

を固めるべきだと思いました。 


